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懐かしさの喚起：喚起法，測定，個人差

日常生活の中で，ふとした時に「懐かしい」と
感じることは多くの人が経験する出来事だろう。
実際に，1週間で「少なくとも 1回は懐かしいと
感じる」と報告した人の割合は 79%にも上るこ
とが知られている（Wildschut	et	al.,	2006）。この
ような高い頻度で懐かしさを感じる背景には，懐
かしさを喚起する様々な手がかり・トリガー

（trigger）が存在するためだと考えられる。報告
数の多いトリガーとして，孤独感といったネガ
ティブ感情状態，他者との過去の感情的な出来事
についての会話といった社会的相互作用，音楽や
匂いといった感覚刺激との遭遇などが挙げられて
いる （Wildschut	et	al.,	2006）。懐かしさの喚起時に
はポジティブ感情とネガティブ感情を伴うことが
知れており，ネガティブ感情よりもポジティブ感
情が優勢という特徴は bittersweetと表現される

（e.g.,	Sedikides	et	al.,	2015）。このような特徴を持

つ懐かしさの詳細を明らかにするため，これまで
の研究の多くで懐かしさの実験的な喚起が行わ
れ，喚起された懐かしさの特徴や懐かしさの喚起
に伴う認知，行動，感情の変化についての研究が
進められている。さらに，ある種の状態が懐かし
さを喚起するかどうかについても検討が行われて
いる。懐かしさに限らず，特定の感情状態を研究
する際には，標的感情を十分に喚起しなくてはな
らない。そのため，懐かしさの喚起は懐かしさ研
究において必要不可欠な手続きの 1つだと言え
る。さらに，懐かしさが喚起されたかどうかを確
認するためには，妥当性の高い測定手法によって
懐かしさを測定する必要がある。測定手法の妥当
性は，懐かしさの実験的喚起を行う場合だけでは
なく，どのような状態において懐かしさが生じや
すいのかを調べる上でも重要である。加えて，懐
かしさの喚起の程度や懐かしさ喚起による変化を
調整する個人差要因も明らかになっており，懐か
しさ喚起に関する研究において個人差要因の影響
を無視することはできないと考えられる。そこ
で，本稿では，懐かしさの喚起を中心的に扱いつ
つも，懐かしさ喚起と密接に関わる測定と個人差

懐かしさの喚起：喚起法，測定，個人差 1)

小　林　正　法
山形大学

Nostalgia induction: Induction methods, measurements, and individual differences

Masanori KOBAYASHI
Yamagata University

Nostalgia is a common emotion that people frequently feel in daily life. Nostalgia is typically defined 
as “sentimental longing for (one’s) past.” Previous studies have examined its characteristics, function, and 
individual differences. Nostalgia can be induced by a variety of triggers such as remembering nostalgic 
events, listening to nostalgic music, viewing nostalgic pictures, and being in certain types of state. A ques-
tionnaire is the most popular method used to assess the degree of induced nostalgia, although some studies 
have used physiological measurements. Furthermore, previous evidence reveals individual differences that 
affect the degree of induced nostalgia and sometimes alter nostalgia function. In this paper, I review the  
literature regarding nostalgia induction and suggest future nostalgia research.

Key words:	 nostalgia, memory, emotion, episodic memory, individual differences
キーワード：懐かしさ，記憶，感情，エピソード記憶，個人差

1)	 本論文執筆にあたり，	JSPS科研費 （18K13377,	18K18692， 
19H01766） とYU-COE「山形大学先進的研究拠点」 （M） に
よる支援を受けた。



心理学評論　Vol. 64, No. 1

— 116 —

の 2 つについても取り上げる。まず，懐かしさの
喚起法を概観した上で，懐かしさの測定や懐かし
さ喚起に影響を与える個人差について紹介する。
これらの懐かしさの喚起を中心とした「これま
で」の知見を踏まえた上で，懐かしさ喚起法の選
択基準，新たな測定方法や今後検討すべき個人差
要因などの提案を通して，「これから」期待され
る懐かしさ研究について論じたい。

懐かしさにはいくつかの分類が提案されている
ため，最初に本稿で主として扱う懐かしさを明確
にしたい。これまで提案された懐かしさの分類と
して，個人の経験に基づく懐かしさである個人的
懐かしさ （personal	nostalgia），個人の経験に基づ
かない社会・文化に基づく懐かしさである歴史的
懐かしさ （historical	nostalgia；または組織的懐か
しさ，organizational	nostalgia）が提案されている

（Batcho	et	al.,	2008；Gabriel,	1993；川口，2011；
Stern,	1992）。個人的懐かしさはWildschut	et	al.	

（2006） による「（個人の）過去に対する，感傷的
または哀愁的な思慕」と定義されるような個人的
経験を元にした懐かしさを指す。一方で歴史的懐
かしさとは，例えば，セピア色の写真や田園風景
といった画像刺激によって喚起されるそれらの場
所に過去に自分が訪れた経験がなかったとしても
感じる懐かしさを指す。本稿では，この 2 つの懐
かしさのうち，これまでの研究知見が蓄積されて
きた個人的懐かしさの喚起に関する研究を中心と
して紹介する。また，取り上げる研究の中にはど
ちらの懐かしさを想定して喚起しているかを明示
していないものも含まれるが，本稿では，個人的
懐かしさと歴史的懐かしさが区別可能な場合は，
それぞれを明示的に述べ，両者の区別が曖昧な場
合や包括的に扱う場合は懐かしさと述べることと
する。

懐かしさの喚起法

実験室において特定の感情を誘導する手法は
様々であるが，懐かしさの喚起も同様である。懐
かしさを喚起するトリガーは大きく分けて，懐か
しい記憶の想起や懐かしい刺激の呈示といった 
知覚・認知過程が関与するものを含む外的要因
と，孤独感や回避動機づけの誘導といった心的状
態変化を含む内的要因の 2 つがあるとされる

（Sedikides	et	al.,	2015）。これらの懐かしさを喚起
する様々なトリガーの詳細と特徴を以下紹介する。

記憶想起による懐かしさ喚起（Event Reflection 
Task）

数多くある懐かしさ喚起法の中で最も代表的 
な手法は，懐かしい個人的経験を思い出すことで
個人的懐かしさを喚起する手続きである Event 
Reflection	Task	（ERT;	Sedikides	&	Wildschut,	2018；
Wildschut	et	al.,	2006） である。典型的な ERT にお
いて，参加者は懐かしい過去の出来事を視覚的 
に想起する （visualize） よう求められる。その際，
懐かしさの定義として「個人の過去に対する感 
傷的な思慕 （sentimental	longing	for	one’s	past）」 と
いう説明が与えられる場合が多い（Sedikides	&	
Wildschut,	2018）。そして， 懐かしい出来事を想起
した後，その出来事に関するキーワードを 5つ記
述するよう求められる。キーワードの記述ととも
に，出来事の詳細な記述を 5分間求める場合もあ
る。ERTは個人的懐かしさの喚起を行った多くの
研究で利用されており （レビューとして Sedikides	
et	al.,	2015），個人的懐かしさ喚起法のゴールドス
タンダードである。

ERT は個人的懐かしさを喚起するための手段
として用いられるため，想起対象は「最も懐かし
い」出来事とされる場合が多い。その際，想起対
象の出来事が起きた年代や出来事の内容はあまり
指定されない傾向にあるが，一部の研究では想起
する内容の指定が行われている。これまでに，肥
満者（Turner,	Wildschut,	&	Sedikides,	2012），移民

（Gravani,	Soureti,	&	Stathi,	2018），高齢者（Turner,	
Wildschut,	&	Sedikides,	2018）， 精神疾患患者 （Turner 
et	al.,	2013） といった特定の対象者に関する出来
事を想起対象とした ERT が行われている。これ
らの研究では，各対象との過去に交流した懐かし
い出来事を思い出すよう教示するという手続きが
用いられている （例えば，高齢者と過去に交流 
した懐かしい出来事を思い出すように求める）。
また，親しい他者（家族，友人など）に関する懐
かしい出来事か，物事（子供時代のおもちゃ，風
景など）に関する懐かしい出来事かのいずれか 
を思い出してもらうことで，社会的繋がり （social	
connectedness）の程度が異なる個人的懐かしさを
喚起するという研究も行われている（Juhl	et	al.,	
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合，エピソード記憶想起に伴う再体験感（Tulving,	
2002）が生じにくく，出来事を再体験することに
伴う感情反応である個人的懐かしさが喚起されに
くいと考えられる。この教示は統制条件で懐かし
さの喚起を防ぐという点では有効な手続きではあ
るものの，先ほどの時間的距離の指定と同様に，
どのような視点で想起するのかという操作は懐 
かしさ条件と統制条件の交絡要因になると思われ
る。そのためか，その後の研究（Sedikides	et	al.,	
2015）ではこれらの点を削除した統制条件の教示
が提案されている （表 1）。このように，統制条 
件に関してつぶさに見ていくと，教示内容に変遷
があり，近年は個人的懐かしさ喚起条件との差異
を減らした教示が用いられている。また，先に述
べたように統制条件として日常的な出来事の想起
する条件だけでなく，ポジティブな出来事を想起
する条件が設定されることもある（長峯・外山，
2019；Stephan,	Sedikides,	&	Wildschut,	2012）。 懐
かしさはポジティブ感情を伴いやすいため （e.g.,	
Hepper	et	al.,	2012；Wildschut	et	al.,	2006；Wildschut	
et	al.,	2010），得られた結果が懐かしさとポジティ
ブ感情のどちらに起因するのかを独立して検討す
る際には，ポジティブな出来事を思い出す条件が
統制条件として用いられるようである。このよう
に統制条件にはいくつかのバリエーションが存在
するが，ERT を用いて個人的懐かしさの喚起を
行う場合は Sedikides	et	al.	（2015） による教示（表
1） の利用を第一とし，研究目的に合わせた修正
を行うとよいだろう。

想像による懐かしさ喚起
過去の経験（エピソード記憶）を心的に再構成

し，再体験できるように（Suddendorf	&	Corballis,	
2007；Tulving,	2002），我々の記憶システムは過
去の経験を元に将来起こりうる出来事をありあり
と想像（構成） するという機能も持つ（Schacter,	
Benoit,	&	Szpunar,	2017）。ERT では過去の懐かし
い出来事を想起するよう求めることで個人的懐か
しさを喚起しているが，将来の想像によっても懐
かしさは喚起されることが知られている。

現在の経験が未来で喪失または変化すると想 
像することで喚起される感情は先行懐かしさ

（anticipatory	nostalgia）と定義されている（Batcho,	
2020；Batcho	&	Shikh,	2016）。Batcho	and	Shikh

2020）。この研究では，前者の他者に関する個人
的懐かしさを社会的な個人的懐かしさ，後者の物
事に関する個人的懐かしさを非社会的な個人的懐
かしさとしてサブタイプ化している。これらの研
究は，特定の出来事の想起によって喚起した個人
的懐かしさがどのような機能を持つのかを明らか
にするために実施されたものであるが，このよう
な内容を指定した ERT は個人的懐かしさのサブ
タイプの特徴を明らかにする上でも重要であるた
め，このような操作によって，懐かしさのサブタ
イプに関する研究が進展することが期待される。

ERT においては，個人的懐かしさ喚起条件だ
けでなく，統制条件についても着目すべきであ
る。個人的懐かしさ喚起条件に対して，統制条件
は日常的な出来事 （ordinary	events；例えば， 毎日
繰り返し行われる出来事） を想起するよう求めら
れることが一般的だが，研究によっては日常的な
出来事ではなく，ポジティブな過去の出来事など
を想起するよう求める条件が設定される場合があ
る。どのような条件と比較したかによって，個人
的懐かしさ喚起条件の特徴づけられ方が異なるた
め，比較対象の条件設定に注意しなければならな
い。統制条件として日常的な出来事を思い出すよ
うに求める研究においても，研究間で教示に細か
な違いが存在する。初期の研究では「先週の間に
起きた日常的な出来事に対して，観察者視点で歴
史的な記録のように思い出す （例．37番バスに
乗った）」よう求めるという教示が用いられてき
た（Wildschut	et	al.,	2006）。しかし，この手続き
では，「先週」のように（現在からの）時間的距
離の近い出来事を想起する条件と，（多くの場合
は先週よりも）時間的距離の遠い懐かしい出来事
を想起する条件を比較することになる。このよう
な事態では，両条件の間で想起される出来事の時
間的距離に大きな差が生まれるという問題が生じ
やすい。したがって，「先週」という出来事の発
生時期を指定した教示を与えてしまうと，条件間
で想起対象の出来事の懐かしさと時間的距離が交
絡してしまう。さらに，統制条件と懐かしさ喚起
条件の教示を比較してみると，「観察者視点」と

「歴史的事実のように」の 2 点が特徴的である。
この 2 つの教示は，主観的体験としてではなく客
観的事実として，過去の出来事を思い出すよう求
めていると解釈できる。これらの教示に従った場
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像によって）「現在」生じる感情が先行懐かしさ
であるのに対し，「将来」感じる懐かしさの予期
が予期懐かしさだとされる （Cheung	et	al.,	2019）。
我々は未来を想像する際，想像した行動を行った
際にどのような感情が生じるのかを予期すること
ができるが（Mellers	&	McGraw,	2001），そのよう
な感情の予期は予期感情（anticipated	emotions）
と呼ばれ，様々な状況における自己制御と関連 
した研究が行われている （Gross	&	Thompson,	
2007）。例えば，予期後悔（anticipated	regret） と
いったネガティブ感情の予期はそれを生起するよ
うな行動の回避を促すが（e.g.,	Zeelenberg,	1999），
その一方で，予期喜び（anticipated	pleasure）のよ
うなポジティブ感情の予期はそれを生起するよ 
うな行動への接近を促すことが知られている 

（Mellers	&	McGraw,	2001）。このように予期感情
は（現在の）行動の選択に影響を与えることが知
られている。さらに，現在の感情よりも予期感情
の方が行動の選択に与える影響が大きいとされ 
る （Baumeister	et	al.,	2007）。予期懐かしさはこ 
のような予期感情に含まれると考えられている

（Cheung	et	al.,	2019）。Cheung	et	al.	（2019） は実際
に懐かしさが予期されるかを検討するため，参加
者に対して将来，現在を懐かしく感じるかどう 
かを考えるよう求め，予期懐かしさを測定した。
その結果，個人的懐かしさは予期され，さらに，

（現在に対する）予期懐かしさは実際にその後の
（現在に対する）個人的懐かしさを予測すること
が示された。すなわち，Time1（例．高校卒業前）

（2016） によって先行懐かしさを測定する尺度 
として先行懐かしさ調査（survey	of	anticipatory	
nostalgia） も作成されており，項目例として「あ
なたが愛する人はいくつか離れていく」や「あな
たはいつかペットを失う（例．ペットの死や脱
走）」といったものが挙げられる。個人的懐かし
さは bittersweetと表現されるように，ネガティブ
感情とポジティブ感情を含む混合感情であること
が知られているが，先行懐かしさはネガティブ感
情，特に喪失（loss） に焦点を当てた概念だとさ
れる （Batcho	&	Shikh,	2016）。失われた過去の出
来事に対する感情反応である懐かしさと対比する
ように，（将来）失われるかもしれない現在の出
来事に対する感情反応が先行懐かしさである。す
なわち，先行懐かしさは将来の喪失をテーマとし
て現在生じる感情反応だと捉えられている。個人
的懐かしさは幸福と関連する一方で，先行懐かし
さは悲しみと関連することが明らかになってい 
る （Batcho	&	Shikh,	2016）。先行懐かしさはネガ
ティブな経験を繰り返し考えるという考え込み

（brooding） と共通点があると述べられる点も
（Cheung	et	al.,	2019），先行懐かしさが喪失と関連
するという特徴と一致する。

先行懐かしさとは異なる，想像によって喚起 
される懐かしさとして予期懐かしさ （anticipated	
nostalgia） も定義されている （Cheung	et	al.,	2019）。
先行懐かしさと予期懐かしさは名称や未来という
視点を取り入れたという点では類似しているもの
の，その特徴は異なっている。（将来の喪失の想

表 1　Sedikides	et	al.	（2015） による Event	Reflection	Taskの教示

懐かしさ喚起条件 統制条件

「懐かしさ（nostalgia）」は「過去に対する感傷的な思慕」
と定義されます。あなたのこれまでの人生の中で起きた
懐かしい出来事について考えてください。具体的には，
あなたが最も懐かしいと感じる過去の出来事について考
えてみてください。その懐かしい経験を心に思い浮かべ
てください。その懐かしい経験に浸ってみてください。
その経験はあなたをどのように感じさせますか？ どの
ように感じるかを数分間考えてみてください。その懐か
しい出来事に関する 4つのキーワード（その出来事を表
す単語）を書き出してください。次の数分間，その懐か
しい出来事について書いていただきます。その懐かしい
経験に浸ってみてください。その経験についてとその経
験があなたをどのように感じさせるのかを書いてくだ 
さい。

あなたの人生の中で起きたありふれた出来事を思い浮か
べてください。具体的には，過去の何気ない出来事につ
いて考えてみてください。その日常的な経験を思い浮か
べてください。そのありふれた経験に浸ってください。
その経験はあなたをどのように感じさせますか？ どの
ように感じるかを数分間考えてみてください。その日常
的な出来事に関する 4つのキーワード（その出来事を単
語）を書き出してください。次の数分間，その日常的な
出来事について書いていただきます。その経験に浸って
みてください。その経験についてとその経験があなたを
どのように感じさせるのかを書いてください。

注：著者により一部修正



小林：懐かしさの喚起

— 119 —

などが一定の範囲に収まる場合に各参加者で共通
した 1曲を用いるという方法も行われる （e.g.,	小
林・大竹，	2018）。音楽を懐かしさ喚起に利用す
る利点として，視覚を用いる課題中でも呈示が可
能という点が挙げられる。懐かしさ喚起による課
題成績の変化を調べる実験では，課題の実施中は
対象となる感情状態を可能な限り維持できるよう
な手続きを用いるべきであるが，音楽であれば 
感情喚起刺激として呈示しながら，課題を実施す
ることができる。そのため，喚起された感情状態
を維持することを目的に感情喚起後の課題中も喚
起刺激の呈示を継続できる （e.g.,	Bruyneel	et	al.,	
2013）。懐かしさを喚起する実験においても，懐
かしさの維持を目的として課題中に懐かしさを喚
起する音楽を継続して呈示するという手続きも利
用できるだろう。ただし，背景音楽は感情状態の
変化だけでなく，注意を捕捉することがあるため

（Kämpfe,	Sedlmeier,	&	Renkewitz,	2011），背景音楽
が（注意を補足することで）課題を妨害する可能
性について留意した上で懐かしさを喚起する音楽
と課題を組み合わせる必要がある。

刺激呈示による懐かしさ喚起は，画像刺激に
よっても行われている。音楽同様に，参加者全員
の年齢，文化，性別に共通性が高い場合は，子供
時代に関する物（筆箱など） の写真を共通して 
呈示することで懐かしさの喚起が行われている

（e.g.,	Oba	et	al.,	2015）。また，参加者の個人的経
験とは関連しない画像刺激を用いた懐かしさの喚
起も行われている （Cox	et	al.,	2015）。この研究で
は，刺激として過去の風景の写真と現在風景を組
み合わせた写真が用いられている。この写真は
Dear	photograph	（https://dearphotograph.com/） という
サイトなどから選出されたものであり，現在の風
景に昔の写真をその風景に合うようにかざして撮
影された写真である（例えば，故人の祖父がその
キッチンで料理していた写真を手に持ち，現在の
キッチンの風景にうまく重なるようにして撮影さ
れた写真など）。つまり，現在（現在のキッチン）
と過去（過去のキッチン）が対比された 1枚の写
真である。これらの写真の呈示によって懐かしさ
が喚起されることが既に確認されている （Cox et 
al.,	2015）。参加者にとってこれらの写真の風景や
人物は個人的な経験と関連しないものであるた
め，この手続きでは個人的懐かしさではなく歴史

における Time1に対する予期懐かしさは，Time2
（例．高校卒業後）における Time1に対する個人
的懐かしさを予測していた。さらに，個人的懐か
しさの予期は（過去の）個人的懐かしさの喚起と
同様に，自尊感情，社会的繋がり，人生の意義を
高めるという機能を持つことも明らかにされて 
いる。このように，先行懐かしさは悲しみや不安
と関わる一方で，予期懐かしさは個人的懐かしさ
と類似したポジティブな機能を持っている。これ
は，個人的懐かしさは過去指向 （past-oriented） の
感情だが，その機能は将来指向（future-oriented）
とされている点（FioRito	&	Routledge,	2020）とも
一致している。予期感情は現在の感情よりも行動
の選択に影響するとされるため（Baumeister	et	al.,	
2007），懐かしさの機能を探る上でも予期懐かし
さに関する今後の研究が期待される。また，記憶
想起による懐かしさの喚起には懐かしい出来事の
経験が必要となるが，想像による懐かしさ喚起に
そのような経験を持たなくても喚起されうる点も
特徴である。

このように，先行懐かしさと予期懐かしさとい
う違いはあるものの，記憶想起と同様に想像に
よって懐かしさが喚起されることが示されてい
る。時間方向が「過去」と「未来」という点で異
なるものの，これらの懐かしさの喚起法には，過
去の経験の再構成（記憶想起）や未来の経験の構
成（想像）という記憶システムが担う機能が密接
に関わっている。

刺激呈示による懐かしさ喚起
懐かしさ喚起法として，前述した記憶想起や想

像といった手法以外にも音楽や画像などといった
刺激を呈示するという方法も利用されている。音
楽を用いた懐かしさ喚起法では，懐かしい曲や 
懐かしい歌詞（のみ）の呈示などが行われている

（e.g.,	Barrett	et	al.,	2010；Janata,	Tomic,	&	Rakowski,	
2007；小林・大竹，	2018；Routledge	et	al.,	2011；
Zentner,	Grandjean,	&	Scherer,	2008）。Barrett	et	al.	

（2010）は，参加者の年齢に合わせて，参加者が
7～ 19歳だった頃のビルボードチャート TOP100
に入っていた曲の中から，15歳時をピークとし
た分布となるように，	30曲をランダムに選出し懐
かしさを喚起する刺激として用い，懐かしさの喚
起を行っている。また，大学生など参加者の年齢
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（sense	of	presence）の高い刺激を呈示できるよう
になってきた。これまでの刺激呈示で用いられて
きた 2D画像・動画と比較して，3D動画・画像
とより効果的な感情喚起法だと考えられる （Song	
et	al.,	2018；Visch,	Tan,	&	Molenaar,	2010）。 実 際
に，様々な感情状態が仮想現実を用いて喚起され
ており，例えば，ポジティブ感情や畏敬（awe）
の喚起にVRヘッドセットを用いて 3D映像を呈
示した研究 （Chirico	et	al.,	2018；Takano	&	Nomura,	
2020）が行われている。例えば，畏敬（awe）の
喚起では，エンジェルフォール（angel	falls）と
して知られる風光明媚な滝をドローンで撮影した
3D映像をVRヘッドセットで呈示するという手
法が用いられている（Takano	&	Nomura,	2020）。
懐かしさ喚起においても仮想現実を用いた喚起は
有効だと考えられる。各参加者に対し，それぞれ
に特有の懐かしい 3D画像（例えば，卒業した小
学校など）を呈示することで，より主観的体験感
の高い刺激呈示によって個人的懐かしさを喚起で
きると考えられる。

心的状態変化による懐かしさの喚起
これまで述べてきた記憶想起や刺激呈示による

懐かしさの喚起は，懐かしさ喚起に伴う認知的・
行動的な変化や喚起された懐かしさの特徴の記述
などを主な関心とする研究で利用されてきた。こ
れらの研究では，いずれかの手法で懐かしさを十
分に喚起することが研究目的を検討するための前
提であった。一方で，心的状態変化による懐かし
さの喚起について研究では，ある種の心的状態が
懐かしさを喚起するトリガーになるかどうかを検
討することが主な関心となっている。これらの研
究で用いられた手続きは懐かしさを実験的に喚起
する目的には適していないものが多いが，懐かし
さがどのような心的状態で喚起されるかを明らか
にすることは，懐かしさの特徴・機能を解明する
上では重要である。これまで行われた様々な研究
から，心理的脅威（psychological	thereat） という
心的状態が懐かしさを喚起することが明らかに
なっている （Routledge	et	al.,	2013）。例えば，ネ
ガティブなニュース （2004年 12月に発生したス
マトラ沖津波のニュース）を読むよう求めること
でネガティブ気分を誘導した参加者は，ニュート
ラル気分やポジティブ気分を誘導した参加者に 

的懐かしさが喚起されると考えられる。
音楽，画像に加えて，匂いも懐かしさを喚起す

る刺激として利用されてきた。匂いによる自伝的
記憶想起は，プルースト現象として知られるよう
に，匂いは自伝的記憶の強力な手がかりの 1つで
あるが （Chu	&	Downes,	2002；Ehrlichman	&	Halpern,	
1988），匂いによっても懐かしさは喚起されるこ
とが明らかになっている （Matsunaga	et	al.,	2013；
Reid	et	al.,	2014）。このように音楽，画像，匂い
といった聴覚，視覚，嗅覚といった多様なモダリ
ティの刺激の呈示によって懐かしさが実験的に喚
起されることが明らかになっている。

さらに，これらの刺激呈示に加えて，気温や天
候といった環境刺激も懐かしさを喚起する （Van	
Tilburg,	Sedikides,	&	Wildschut,	2018；Zhou	et	al.,	
2012）。Zhou	et	al.	（2012） は温度（室温） が懐か
しさを喚起させるかどうかを検討し，室温が低い
部屋（20°C） に割り当てられた参加者はそれより
も室温が高い二部屋（24°C または 28°C） に割り
当てられた参加者よりも懐かしさの喚起量が大き
いことを示している。悪天候に関連する音（豪
雨，強風，雷）の聴取が懐かしさを喚起すること
も明らかになっている （Van	Tilburg	et	al.,	2018）。
これらの気温や天候の懐かしさへの影響は，日常
生活での測定した場合でも同様であり，日常生活
での気温の低さや天候の悪さが 1日単位の懐かし
さの高さと関連していた （Van	Tilburg	et	al.,	2018；
Zhou	et	al.,	2012）。気温や悪天候が懐かしさをな
ぜ生じさせるかについては，不快さ（discomfort）
という心理的に乱れた状態を安定させるために懐
かしさが喚起されると考えられている （Sedikides	
et	al.,	2015；Zhou	et	al.,	2012）。本稿では刺激呈示
として温度や天候を紹介したが，これらの環境の
変化が不快さという心的状態変化を誘導すると解
釈すれば，後述する心的状態変化による懐かしさ
喚起に含まれると捉えることも可能であろう。

懐かしさ喚起では利用されていないものの，刺
激呈示による懐かしさ喚起について，ここまで 
で紹介した以外の新たな刺激呈示として仮想現 
実（Virtual	Reality） を用いた手法の利用も期待 
される。昨今の技術発展に伴い，Oculucs	Quest	

（Facebook社） やVive	Pro（htc社） といった 360
度VRヘッドセットが安価に利用できるようにな
り，3D	（360度）動画・画像という主観的体験感
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威状態は懐かしさのトリガーの外的要因ではなく
内的要因として位置づけられている （Sedikides	et	
al.,	2015）。心的脅威状態が懐かしさ喚起のトリ
ガーとなるという事実は，懐かしさの喚起を実験
操作として行う研究においても重要な知見であ
る。例えば，室温が低い実験室であれば， ERTな
どによる懐かしさの喚起を行う前に懐かしさが喚
起されてしまう可能性がある。懐かしさの喚起を
実験操作として行う場合には，心的状態について
も考慮した上で実験を実施する必要があるだろう。

懐かしさ喚起法のまとめと今後の展望
ここまで，懐かしさの喚起法について，先行研

究で用いられた様々な手法を概観してきた。先に
述べたように，懐かしい記憶を思い出すという
ERT（Wildschut	et	al.,	2006）が利用されることが
多いが，音楽や画像などの懐かしい刺激呈示も利
用されてきた （e.g.,	小林・大竹，	2018）。また， 主
として懐かしさの機能を探るために，心的状態変
化も扱われてきた （e.g.,	Wildschut	et	al.,	2006）。こ
れまで述べた中で，ERT，想像，刺激呈示はそれ
ぞれ懐かしさの実験的喚起を意図して利用される
手法である。一方で，心的状態変化は主として懐
かしさの心的ホメオスタシス維持機能について 
調べる際に利用される手法であるため，前者 3 つ
とは異なる利用が行われる。ここでは，懐かしさ
喚起のまとめとして，懐かしさの実験的な喚起を
行う際にどの手法を選択して利用すべきであるか
について，ERT と刺激呈示の比較を通して考え
たい。なお，想像による懐かしさ喚起については
先行懐かしさと予期懐かしさという新たに提案さ
れた構成概念を扱う手法であるため，ここでは扱
わないこととする。

ERT の特徴は，最も懐かしい出来事というエ
ピソード記憶の想起を求めることで，個人的懐か
しさを喚起できることである。さらに，想起対象
となる出来事の内容を指定することで個人的懐か
しさのサブタイプを喚起することもできる （e.g.,	
Turner,	Wildschut,	&	Sedikides,	2012）。その一方，

「最も懐かしいと感じる出来事」は参加者ごとに
異なるため，想起対象となる出来事の発生時期や
内容を統制することは難しい。音楽や画像といっ
た懐かしい刺激の呈示による懐かしさの喚起につ
いては，参加者ごとに異なる刺激を用いる場合と

比べて，誘導の 2 分後に測定した懐かしさの喚起
量が大きいことが示されている （Wildschut	et	al.,	
2006）。同様に，	Routledge	et	al.	（2011） では， 人生
の無意味さ （meaninglessness	of	life;	Routledge	et	al., 
2011） を高める操作として人生が無意味であるこ
とを綴った文章を読むよう求めた参加者は，統制
条件（コンピュータに関する文章）の参加者と比
較して，人生の意味を低く評定すること，そし
て，懐かしさの喚起量が大きいことが明らかにさ
れている。これら以外の心的状態変化として孤 
独感（Wildschut	et	al.,	2006；Zhou	et	al.,	2008），回
避動機づけ（Stephan	et	al.,	2014），死の恐怖（Juhl	
et	al.,	2010）の誘導によっても懐かしさは喚起さ
れる。また，コンクリートに関する文献情報を
Wikipediaから複写するという課題を 10分間実施
することで退屈を誘導した群では，同様の課題を
2 分間のみ実施した統制群と比較して，（内容を
指定せずに）過去の記憶を想起するよう求める場
合に，懐かしい出来事が想起されやすく，その結
果，懐かしさが喚起されることも報告されている

（Van	Tilburg,	Igou,	&	Sedikides,	2013）。この背景に
は，退屈を感じることが懐かしさを誘導し，喚起
された懐かしさが退屈を感じる状況に何らかの意
義（meaning） を見出すような認知を促進するた
めだと考察されている （Van	Tilburg	et	al.,	2013）。
これらの心的状態がなぜ懐かしさを高めるのか 
については，懐かしさが心的脅威に対する抵抗 
として生じることで心理的ホメオスタシス

（psychological	homeostasis） を維持する機能を持つ
ためだと説明されている （Sedikides	et	al.,	2015；
Zhou	et	al.,	2012）。懐かしさの喚起は人生の意義
を高める機能を持つため，孤独感や人生の無意味
さという心的脅威への抵抗として懐かしさが喚起
されると考えられている（Sedikides	&	Wildschut,	
2018）。懐かしさの喚起が心理的な快適さ （psy-
chological	comfort）を導くため，懐かしさは苦痛
や脅威を和らげる機能を持つと主張されている。
心的脅威状態によって懐かしさが喚起されるとい
う機序においては，刺激呈示などによって心的脅
威状態は誘導されているため，刺激呈示による懐
かしさ喚起とも捉えることは可能である。しかし
ながら，心的脅威状態を誘導する手法が直接懐か
しさを喚起しているわけでなく，あくまでも間接
的に懐かしさを喚起している。そのため，心的脅
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楽など（楠見，	2014a），参加者が 10代～ 20代の
頃に流行した音楽や事物の画像が懐かしさを喚起
する刺激として用いられやすい。これらの刺激に
は時代性があり，ある研究の参加者にとって懐か
しい刺激が他の研究において同様に懐かしい刺激
と利用できる場合は少ないと考えられる。例え
ば，小林・大竹 （2018） は懐かしさを喚起する音
楽刺激として「ハナミズキ／一青窈」を利用して
いたが，この刺激が将来においても同様に懐かし
さを喚起する刺激として利用できるとは限らない
だろう。また，文化・社会によっても懐かしい刺
激は異なるため，海外の研究で用いられた懐かし
さを喚起する刺激をそのまま本邦の研究で用いる
ことは難しい場合も多いだろう。例えば，Barrett	
et al. （2010） は参加者が 7～19歳だった頃のビル
ボードチャート TOP100から曲をランダムに呈示
していたが，それらの曲の多くは海外で流行した
ものであるため，同様の刺激を日本の参加者に呈
示しても懐かしさは喚起されにくいだろう。この
ような時代性や社会・文化への依存性という懐か
しさ喚起刺激の特徴は，先行研究と同一の刺激や
手続きを用いた直接的追試（direct	replication） を
困難とするという問題を生じさせる。一方で，
ERT については教示によって行う操作であるた
め，直接的追試は可能であろう。したがって，再
現性に対する限界を理解した上で刺激呈示を利用
するべきであろう。

ここまで述べたことを踏まえ，懐かしさ喚起法
の選択基準をまとめたい。まず，懐かしさ喚起に
よる知覚・認知の変化といった機能を探るための
研究においては，懐かしさの十分な喚起が不可欠
である。その場合は ERT や参加者ごとに異なる
刺激を用いた刺激呈示といった最も懐かしさを喚
起する出来事・刺激を利用した喚起法が適してい
るだろう。先の再現性の問題を加味すれば，喚起
する場合にはゴールドスタンダードである ERT
が第一の選択となるだろう。特定の対象と関わる
個人的懐かしさ （Gravani	et	al.,	2018；Turner	et	al.,	
2012,	2018,	2013） や社会的な個人的懐かしさ

（Juhl	et	al.,	2020） といった懐かしさのサブタイプ
を喚起したい場合にも想起対象を指定した ERT
が有用である。ERT には懐かしい出来事の想起
と個人的懐かしさの喚起と 2 つの過程が含まれる
ため，懐かしい出来事が想起される事態を回避し

参加者全員で同一の刺激を用いる場合で統制の程
度は異なる。前者の場合は，ERT のように参加
者ごとに最も懐かしいと感じる刺激を利用するこ
とで，懐かしさを十分に喚起できると考えられ
る。必然的に参加者間で異なる刺激が用いられる
ため，ERT と同様に実験的な統制には限界があ
る。後者のすべての参加者に対して同一の刺激を
呈示する手法は， ERT や参加者ごとに異なる懐か
しい刺激を呈示する手法よりも，実験的統制に関
しては優れている。しかしながら，同一刺激呈示
は刺激の統制という点では優れているものの，各
参加者の刺激に対する評価の違いによって喚起さ
れる懐かしさの種類や喚起量が参加者間で異なる
事態が起こりえる。例えば，参加者が喚起刺激に
関連する個人的経験を有するかどうかによって，
個人的懐かしさと歴史的懐かしさのどちらが喚起
されるかが異なる可能性がある。また，個人的懐
かしさが喚起された場合でも，喚起刺激と関わる
個人的経験の重要さが異なる場合，個人的懐かし
さの喚起量に参加者間の差が生じるだろう。例え
ば，懐かしさを喚起するための呈示された刺激
が，ある参加者にとっては過去の重要な経験と関
わる場合（例えば，小学校の卒業式で合唱した
曲） もあれば，ある参加者に取ってはそうではな
い場合（例えば，過去に CM で聞いたことのある
曲） もあるだろう。ERT や参加者ごとに異なる刺
激を呈示する手法と比較して，参加者間で同一刺
激を呈示する手法は刺激の統制という点では有利
である一方，懐かしさの喚起量の統制という点で
は不利だと考えられる。ERT や参加者ごとに異
なる刺激呈示における統制の限界に対しては，懐
かしさを喚起する出来事や刺激の特徴量を分析す
ることでも一定の対応は可能だと考えられる。想
起した出来事の記述を求め，記述内容の特徴量を
分析することで，想起した出来事に影響をある程
度調べることができるであろう。音楽や画像と
いった刺激においても，テンポや歌詞，画像統計
量といった刺激の特徴量を測定することで同様に
対応できると考えられる。

また，刺激呈示には方法の再現性に関して限界
がある点も留意すべきである。人生における懐か
しいと感じる時期は年代を問わず，10代後半か
ら 20代がピークだとされる（楠見，	2014b）。そ
のため，大学生においては小・中学校で触れた音



小林：懐かしさの喚起

— 123 —

ろう。
ここまで述べたように，各喚起手法にはそれぞ

れの特徴と限界がある。それらの点を踏まえた上
で，研究目的に合わせて喚起法を選択したい。紹
介した様々な手法は，あくまでも懐かしさの喚起
を意図して利用されるものであり，いずれかの手
法を用いて得られた知見は懐かしさの喚起によっ
て説明されると考えられる。したがって，先行研
究で利用されていない喚起法によって研究知見が
再現できるかどうかを調べるといった試みなどを
通して，喚起法を超えて一般化した懐かしさ研究
の知見を蓄積していくことが重要である。

懐かしさの測定

先に述べたように様々なトリガーによって懐か
しさは喚起されるが，懐かしさが喚起されたかど
うかを確認するためには，何らかの指標によって
懐かしさを測定する必要がある。

質問紙による測定
これまでの研究のほとんどにおいて，懐かしさ

の測定は質問紙によって行われている。特に，
Wildschut	et	al.（2006）が作成した懐かしさ状態
を測定する 3 項目 7件法からなる質問紙が広く利
用されている（表 2）。この質問紙で測定した懐
かしさ状態得点を懐かしさの喚起前（プレ） と喚
起後（ポスト）で比較し，喚起前よりも喚起後に
懐かしさ状態得点が向上していれば，懐かしさが
喚起されたと判断される。この質問紙は主に懐か
しさ喚起の操作チェックとして利用されることが

たい場合には参加者ごとに異なる刺激を用いた刺
激呈示が有用だと考えられる。ただし，刺激呈示
においては喚起される懐かしさが個人的懐かしさ
か歴史的懐かしさなのかを分離しづらいという
点，刺激呈示に伴う懐かしい出来事の無意図的想
起までは防ぐことができない点などに留意すべき
であろう。また，刺激呈示においては，懐かしさ
喚起刺激を視覚刺激，聴覚刺激，嗅覚刺激などの
中から選択する必要がある。懐かしさ喚起後に何
らかの課題を実施する場合には，それらの課題と
干渉しないようなモダリティの刺激を利用する方
が望ましいだろう。例えば，懐かしさ喚起後に食
物の摂取を求め，懐かしさが食物評価に与える影
響を調べるという実験では，嗅覚刺激は後の食物
評価に干渉してしまうため，懐かしさ喚起刺激と
しての呈示は避けるべきであろう。また，刺激に
ついては，懐かしさ喚起刺激の顕著性に基づく刺
激選択も可能であろう。例えば，参加者に気づか
れないように懐かしさ喚起刺激を呈示したい場
合，視覚刺激では参加者が刺激に注意を向けてい
ない事態や視線が誘導されていない事態が生じう
るため，感覚の遮断が困難な聴覚刺激や嗅覚刺激
が適していると考えられる。また，刺激呈示にお
いて特に刺激の実験的統制を優先したい場合は，
参加者全員に同一の刺激を呈示する手法がよいだ
ろう。その際には，参加者間における喚起刺激に
対する評価の違いを考慮した刺激設定が重要であ
る （手塚，	2017）。すなわち，参加者の年齢，社
会・文化的背景などを踏まえて，喚起刺激が懐か
しさを十分に喚起できるかどうかあるかを予備実
験・予備調査などによって確認しておくべきであ

表 2　懐かしさ状態を測定する質問項目（Sedikides	et	al.,	2015；Wildschut	et	al.,	2006）

以下の項目はあなたが現在どのように感じているかについて問うものです。各項目について，あな
たが当てはまるかどうかを，番号を選択することで回答してください。以下の基準をもとに 1から
6のいずれかを番号を選んでください。

1 2 3 4 5 6

まったく 
当てはまらない 当てはまらない あまり 

当てはまらない やや当てはまる 当てはまる よく当てはまる

1．いま，私は非常に懐かしく感じている 1	–	2	–	3	–	4	–	5	–	6

2．いま，私は懐かしい気分である 1	–	2	–	3	–	4	–	5	–	6

3．いま，私は懐かしいと感じている 1	–	2	–	3	–	4	–	5	–	6

注：著者により一部修正
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懐かしさ測定のまとめと課題
ここまで，懐かしさの測定について，質問紙と

生理指標について紹介してきた。質問紙による懐
かしさ状態の測定は，利用の簡便性から数多くの
研究で用いられてきた。これからの研究において
も既存の尺度（表 2） を用いることで，研究知見
を蓄積していくことができるだろう。しかしなが
ら，質問紙による測定は要求特性（Orne,	1962） 
などによって回答が歪むという問題がある。懐か
しさの測定においても，この問題は完全に排除す
ることはできないだろう。一般的に，感情を喚起
する手続きでは，喚起前に感情状態を測定し，そ
の後，標的とする感情を喚起した後に感情状態を
再び測定する。そして，喚起の前後で感情状態を
比較し，標的の感情状態への誘導が成功したかど
うかを確認する。懐かしさ状態を測定する質問紙
は質問項目の内容から，当該研究が「懐かしさ」
に着目していることは明らかである。そのため，
ポスト測定時に，要求特性の影響から懐かしい刺
激を呈示された参加者は（実際よりも）懐かしさ
得点を高く評定する可能性がある。この問題を避
けるための方法の 1つは，プレ測定の際に懐かし
さ以外の感情状態を測定する質問項目をダミーと
して挿入することであるが，項目数の増加が問題
となる場合もあるだろう。この問題に対する他の
対策として，懐かしさの研究ではこれまで利用さ
れていないものの，感情状態の間接的な測定は有
効かもしれない。感情状態の間接的な測定手法は
いくつか提案されている。例えば，	Implicit	Posi-
tive	Affect	and	Negative	Affect	Test	（IPANAT;	Quirin,	
Kazén,	&	Kuhl,	2009；下田ら，	2014） では，現在の
感情状態が無意味綴り （例．SAFME） に対する評
価に反映されると仮定し，無意味綴りに対するポ
ジティブ・ネガティブ感情に関する評定（例．幸
福な，無力な） を求めることで，現在の感情価

（ネガティブ，ポジティブ） を間接的に測定でき
る。IPANATと同様に参加者の感情状態が選択に
反映されるという仮定をおき，個別感情（discrete	
emotions） を間接的に測定する手法も提案されて
いる （Brugnera	et	al.,	2018）。この手法では，抽象
的な絵画刺激が呈示され，参加者は絵画の作者が
絵画で表現しようとした感情を選択肢から選ぶよ
う求められる。選択肢として，4つの個別感情ラ
ベル （怒り，恐怖，悲しみ，幸せ） と感情表現な

多いが，懐かしさの喚起自体に着目した研究では
主要な従属変数として扱われることもある。質問
紙による懐かしさの測定は，紙と筆記道具があれ
ば実施できるという簡便さや多人数に同時に実施
可能という利点があり，多くの研究で利用されて
いる。

生理指標による測定
懐かしさの喚起の測定は様々な生理指標を用い

ても行われている。懐かしさに関しては，神経画
像，脳波，自律神経反応を用いた測定がこれま 
で行われている。小林ら （2018） は前頭の α帯域

（8～13 hz）のパワー値といったポジティブ感情，
ネガティブ感情または接近／回避動機づけを反映
するとされる指標 （Davidson,	1984；Davidson	et	al.,	
1990） などを取り上げ，懐かしい音楽によって懐
かしさを喚起した場合の脳活動と自律神経反応に
ついて調べた。統制条件 （懐かしくない音楽） と
懐かしさを喚起した条件を比較したところ，前頭
の α帯域 （8～13 hz） のパワー値の左右差，皮膚
コンダクタンス水準 （SCL）， 心拍数に条件間の差
はなく，心拍変動の高周波成分 （%HF） のみ懐か
しさを喚起した条件の方が低いことが明らかに
なっている。幸福な出来事や怒りを感じた出来事
の想起時に心拍変動の高周波成分が低下するとい
う報告 （Brugnera	et	al.,	2018；Marci	et	al.,	2007） か
ら，懐かしさの喚起に伴う過去の出来事の想起が
反映されていた可能性がある。しかしながら，記
憶想起と心拍変動の対応については研究間で知見
が一貫していないため（e.g.,	Kop	et	al.,	2011）， よ
り詳細な検討が今後必要であろう。脳画像につい
ては，PET （Position	Emission	Tomography） を用い
た研究 （Matsunaga	et	al.,	2013） と fMRI	（functional	
Magnetic	Resonance	Imaging） を用いた研究 （Barrett 
&	Janata,	2016；Oba	et	al.,	2015；Trost	et	al.,	2012） 
が行われている。懐かしさの喚起刺激として，そ
れぞれ，匂い（Matsunaga	et	al.,	2013），画像（Oba	
et	al.,	2016）， 音楽 （Barrett	&	Janata,	2016；Trost	et	
al.,	2012） が使用された。これら一連の研究の結
果， 海馬（hippocampus） や楔前部（precuneus） と
いった記憶の想起に関わる領域と腹側線条体

（ventral	striatum） などを含む報酬系（reward	net-
work） が懐かしさを喚起した際により強く賦活す
ることが明らかになっている。
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（trait	nostalgia；長峰・外山，2019） と呼ばれる場
合もある。懐かしさ傾向を測定する尺度として，
Batcho	Nostalgia	Inventory（BNI;	Batcho,	1995）や
Southampton	Nostalgia	Scale（SNS;	Routledge	et	al.,	
2008）が作成され，広く利用されている。BNIは
音楽や玩具といった対象に対してどの程度，懐か
しさを感じやすいかを問うものであり，具体的な
対象について懐かしさを感じやすいかどうかを懐
かしさ傾向として測定している。一方で，SNS
は，「あなたはどのくらい，ノスタルジックな気
持ちになりがちですか？」 （Routledge	et	al.,	2008；
長峰・外山，	2019） といった項目例に表れている
ように，より広く日常生活における懐かしさの感
じやすさを測定している。SNSは日本語版も作
成され，十分な信頼性と構成概念妥当性のいくつ
かの側面の証拠が示されている（長峰・外山，
2019）。また，BNI，	SNSともに個人的懐かしさの
感じやすさを測定しているのに対し，歴史的懐か
しさの感じやすさを測定する尺度としてHolbrook	
and	Schindler（1994）による尺度も存在している。
なお，個人的懐かしさの傾向と歴史的懐かしさの
傾向は独立とされている（Batcho,	2007）。BNI，
SNSのいずれか，または両方を用いて，（個人的）
懐かしさ傾向という個人特性に焦点を当てた様々
な研究がこれまで行われているが（e.g.,	Batcho,	
2007；Hepper	et	al.,	2020；Routledge	et	al.,	2008,	
2011），この懐かしさ傾向は懐かしさの喚起量と
正に関連することも明らかになっている （Barrett	
et	al.,	2010；Cheung,	Sedikides,	&	Wildschut,	2016）。

懐かしさに付随する感情の個人差
ここまで懐かしさの喚起と関連する個人差とし

て懐かしさ喚起傾向について紹介してきたが，懐
かしさ喚起に伴って生じる種々の感情についても
個人差による調整が生じることが知られている。
懐かしさは bittersweetと表現されるように，ネガ
ティブ感情とポジティブ感情からなる相反感情

（ambivalent	emotion） とされている （Wildschut	et	al., 
2006）。主観的幸福感と抑うつ傾向という異なる
感情に関する個人特性は共に懐かしさの喚起量の
高さと関連するが（小林・大竹，	2018），両特性
間で懐かしさと共起するネガティブ・ポジティブ
感情の割合は異なる可能性があるだろう。実際
に，心配傾向（Verplanken,	2012），反すう （Garrido,	

しの 5つが与えられる。このような試行を複数回
実施し，参加者によって選択された回数の多い感
情ラベルを感情状態の間接的指標とする。この手
法を応用し，抽象的な絵画を呈示し，懐かしさを
含めたいくつかの感情ラベルと感情表現なしの中
から選択するよう求めることで，質問紙による測
定の問題を低減した上で懐かしさを間接に測定で
きる可能性がある。

また，生理指標に関しては，懐かしさ喚起時の
生理的特徴を調べた研究から，懐かしさの神経基
盤については徐々に明らかにされているものの

（懐かしさの神経基盤については堀・髙橋論文 
を参照），他の生理指標を用いた知見は十分とは
言えないのが現状である。そのため，懐かしさ 
状態質問紙のように懐かしさ喚起の操作チェッ 
クとしての生理指標を利用することは現段階では
難しいと考えられる。さらに，感情反応において
は，生理指標は単独で用いるのではなく，各指 
標のパターンによって特徴づけるべきとされる 

（Levenson,	2014）。さらに，同一の感情を喚起し
た研究間で自律神経反応が一致しないといった 
感情反応と自律神経反応の対応についての一貫性
の低さも指摘されている （大平，	2017；Quigley	&	
Barrett,	2014）。したがって，懐かしさに関しても
様々な喚起法や様々な生理指標を用いた知見の蓄
積が重要である。それらの研究知見を蓄積し，喚
起法や統制条件の違いを考慮した上で，懐かしさ
の生理的特徴が存在するのかどうかを含め，より
詳細に検討行っていくべきであろう。懐かしさの
生理的特徴については，喚起法，個人特性，機能
などの様々な要因との関連を含め，今後の研究の
進展を期待したい。

個 人 差

ここまで，様々な喚起法や測定方法について紹
介してきたが，懐かしさの喚起に関しては様々な
個人差要因によって調整されることも明らかにさ
れている。

懐かしさ傾向
個人的懐かしさの感じやすさを反映した個人 

特性として懐かしさ傾向（nostalgia	proneness）が
知られている。この懐かしさ傾向は特性 nostalgia
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しい経験をより「味わう」ことにより強い再体験
感が生まれ，それがより強い懐かしさが生じさせ
たと考えられる（Biskas	et	al.,	2018）。一方で，懐
かしさを喚起するネガティブ気分状態（Wildschut	
et	al.,	2006） と関連する個人特性としてビッグ
ファイブパーソナリティ （McCrae	&	Costa,	1987）
の神経症傾向（Neuroticism）があるが，神経症傾
向は懐かしさが持つポジティブな機能には影響 
しないことが示唆されている （Frankenbach	et	al.,	
2020）。このように，喚起量だけでなく，個人特
性が懐かしさに付随する感情や懐かしさの機能に
どのように影響するのかを詳細に調べることも個
人特性と懐かしさの関連を明らかにする上では重
要である。

懐かしさに関わる個人差のまとめと今後の展望
ここまで，懐かしさの喚起に関して，懐かしさ

の喚起量や懐かしさ喚起時に付随する感情に影響
する様々な個人差要因を紹介してきた。特に，懐
かしさ傾向は最も多く研究で扱われた個人差要因
であり，BNIでは特定の対象に対する懐かしさの
感じやすさ，SNSでは日常的な懐かしさの感じ
やすさを主として測定し，懐かしさ傾向としてい
る。この懐かしさ傾向は懐かしさの喚起量と関連
することが明らかにされてきた。懐かしさ傾向は
主として日常生活における懐かしさの感じやすさ
や頻度を反映しているが，ある感情の感じやすさ
は敏感性として解釈した場合，敏感性は必ずしも
喚起時の強度（喚起量） を予測するわけではない
と考えられる。そのため，懐かしさ傾向がなぜ懐
かしさの喚起量の高さと関連するのかという疑 
問が生まれる。この点に関連して，感情反応に 
対する反応性の高さとして感情反応性（emotion	
reactivity;	Nock	et	al.,	2008） という個人特性が知ら
れている。感情反応性は個人における感情反応を
敏感性（sensitivity），強度（intensity），持続時間

（persistence） の 3 因子から説明している （Nock	et	
al.,	2008）。感情反応性はネガティブ感情と精神疾
患傾向との関連から研究が行われてきたが，近
年，ネガティブ感情とポジティブ感情それぞれに
対する感情反応性として区別して概念化する試み
が行われている （Becerra	et	al.,	2019）。敏感性は
強度や持続性と因子間相関を持つことが示されて
いる。感情反応性と同様に，懐かしさ傾向という

2018）， レ ジ リ エ ン ス（Wildschut,	Sedikides,	&	
Alowidy,	2019）といった個人特性によって懐かし
さと共に生じる感情が異なることが報告されてお
り，懐かしさの喚起量が同程度であっても，その
苦さ （bitter） と甘さ （sweet） の割合が個人特性に
よって異なることが知られている。これらの知見
は，懐かしさ喚起時の脳活動が懐かしさ傾向に
よって調整されることを示したBarrett	and	Janata

（2016） とも一致している。この研究は音楽呈示
による懐かしさを喚起した際の脳活動を測定し，
懐かしさ傾向が低い群は懐かしさを感じるほど報
酬系や扁桃体の賦活が増加する一方で，懐かしさ
傾向が高い群には懐かしさを感じるほどこれらの
領域の賦活は低下することが明らかにしている。
この結果は，懐かしさ傾向の高い群は懐かしさ喚
起時にネガティブ感情を伴いやすく，懐かしさ傾
向の低い群は懐かしさ喚起時にポジティブ感情 
を伴いやすいと解釈されている （Barrett	&	Janata,	
2016）。これに関連して，楠見（2015） は懐かし
さに付随する感情のうち，ポジティブ感情とネガ
ティブ感情のどちらが生じやすいのかという個人
ごとの傾向性を懐かしさのポジティブ・ネガティ
ブ傾向として概念化し，測定する尺度を開発して
いる （詳しくは楠見論文を参照）。懐かしさ傾向
だけでなく，懐かしさのポジティブ・ネガティブ
傾向と懐かしさ喚起時の脳活動の関連を調べるこ
とで，懐かしさ喚起の脳活動と個人差の関連をよ
り詳細に理解できる可能性があるだろう。

また，懐かしさが持つ様々な機能の背景として
（懐かしさ喚起による）楽観性や社会的繋がりの
向上といったポジティブ感情に関連する要因の寄
与が想定されているが（Sedikides	et	al.,	2015）， も
し，懐かしさ喚起に伴う感情の種類が個人によっ
て異なるのであれば，自ずと懐かしさ喚起による
認知，感情，行動の変化も異なると考えられる。
この点に関しても，懐かしさ傾向（Cheung	et	al.,	
2016）， レジリエンス（Wildschut	et	al.,	2019）， 
Savoring（Biskas	et	al.,	2018），懐かしさのポジ
ティブ・ネガティブ傾向（楠見，2015,	2021）が
懐かしさの機能を調整することが明らかにされて
いる。Savoringは個人的懐かしさの喚起量とも関
連することが示されている （Biskas	et	al.,	2018）。
Savoringとは，現在の経験に注意を向け「味わう」
傾向とされるため（Bryant,	2009），想起した懐か
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解や機能の解明にある。したがって，喚起法や測
定方法を超えて一般化された懐かしさに関する研
究知見が今後蓄積されていくことを期待したい。
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